
 

平成２９年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日 

 

施 設 名 大和市深見北児童館 

指定管理者 大和市コミュニティセンター深見北会館管理運営委員会 会長 日向 迪夫 

指 定 期 間 平成２９年４月１日～平成３４年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

  【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務 

児童館名 幼児 小学生 中学生 
 その他 

（高校生付

添父母等） 

合 計 
１日平均

（人） 
開館日数 

深見北 391 6,362 564 380 7,697 25 307 

 

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分まで（月

曜日と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員 1名以上の常時配置、児童館としての自主事業

の実施および児童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施設内の安全確保について仕

様書に定めるとおり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

事 業 名 開催期間 参加者数 

新一年生歓迎会(パネルシアターとゲーム・プレゼント) 4/16 32人 

カレーパーティー 5/13 30人 

ミニスポーツ大会（新聞ホッケー・バケツリレー他） 6/3 17人 

七夕のつどい（こども部会主催・七夕そうめん・ゲーム

ラリー他） 

7/2 129人 

安全・安心こども映画会 7/27 25人 

卓球大会(トーナメント方式) 8/24 12人 

避難訓練 9/30 10人 

ハロウィンパーティー（仮装してゲーム・かぼちゃケー

キ作り） 

10/29 27人 

コミセンまつり 11/5 多数 

クリスマス会（こども部会主催・マジックショー他） 12/10 93人 

お正月遊び大会（ジャンボすごろく・かるた） 1/14 9人 

節分のつどい（映画・豆まき・恵方巻き） 2/3 26人 

春のお楽しみ会（ゲーム・ホットドック作り） 3/3 22人 

  【事業実施状況に関する補足説明】 

   特になし 



２．収支決算概要                                                               （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 2,640,000 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の

給料、諸手当、福利厚生費等の金額） 2,363,654 

雑入 

（預金利息等） 0 

事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施

のために支出した金額） 230,396 

収入計（①） 2,640,000 支出計（②） 2,594,050 

    

収支決算 45,950 

※収支差額 45,950円は、平成３０年度特別会計に繰り入れます。 

 

【収支決算に関する補足説明】 

特になし 

 

３．管理運営に対する評価等 

  指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

  評価にあたっては、平成３０年３月に利用者アンケートを実施し、平成２９年度事業について利用者 

より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の利用事務については、条例等に則り適切に行なわれています。 

・毎月の指導員連絡会議後に運営委員会会長と指導員全員でミーティングを行い、全職員が一貫し

た認識を共有した上でサービスを提供している点を評価します。 

・「スタッフの対応」について、利用者アンケート回答者の 98.0％（前年度：95.8％）が「よい」～

「ふつう」と回答しており、前年度より改善の努力の結果が見られ、更に高い水準を維持してい

る点は評価します。 

・児童館利用者数が前年度比 90.3％と減少していますが、月間では 100.0％を超える月もあったこ

とから、今後は成果のあった取組みについて振り返り、利用者の意見を精査し、更なるサービス

の向上が図られることを期待します。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。 

・利用者アンケートにおいて、児童館で楽しみにしていることとして、「本・マンガ」と回答してい

る割合が 38.0％（全館平均 19.2％）と市内児童館の中でも最も高い結果です。児童に聴きとりを

行い、本を購入する等、利用者のニーズを運営に反映させている点を高く評価します。 

・4月の新 1年生歓迎会や 10月のハロウィンパーティーでは、司会進行を任せる等、利用者自身が

主体的に行事に参加できる環境づくりを行っている点を評価します。 

・自主事業の企画内容や成果については、児童館指導員連絡会等を通じて積極的に他館へ情報発信

することを期待します。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・日常の清掃が適切に行なわれている等、施設を維持するための取り組みが見られます。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な財務状況と判断します。 

・指定管理会計の収支決算は適切に処理されています。 

 


